
動力ポンプが故障したので近くの井戸に大勢の人が押し寄せた

７頭の牛を一人で引き連れて水を飲ませに来た少年

トゥンの水場でチューブに水を入れる少女。
満タンにするのに2～3時間かかる

ボッキマサレ村の水場は1984年の大干ばつを期に政府がつくった。7つの村（約4,000人）が共同で利用するという

　

乾
燥
地
に
住
む
遊
牧
民
の
取
材

に
向
か
う
途
中
で
の
出
来
事
だ
っ

た
。
私
の
車
が
道
路
工
事
の
現
場

に
近
づ
い
た
と
き
、
案
内
役
の
遊
牧

民
パ
テ
ィ
・
ソ
ウ
さ
ん
（
65
）が
叫

ん
だ
。

　
「
俺
が
今
一番
欲
し
い
も
の
が
あ
の

車
だ
」

　

彼
の
指
差
す
方
向
を
見
る
と
、工

事
の
ほ
こ
り
を
抑
え
る
た
め
に
給
水

車
が
水
を
ま
い
て
い
る
。家
畜
の
た

め
に
毎
日
多
大
な
時
間
と
労
力
を

水
く
み
に
費
や
し
て
い
る
パ
テ
ィ
さ

ん
が
思
わ
ず
発
し
た
本
音
で
あ
る
。

　

３
月
の
セ
ネ
ガ
ル
は
厳
し
い
乾
期

の
盛
り
、
目
の
前
に
は
渇
い
た
大
地

が
果
て
し
な
く
広
が
る
。
パ
テ
ィ
さ

ん
の
放
牧
地
は
セ
ネ
ガ
ル
の
中
央
部

リ
ン
ゲ
ー
ル
地
方
に
あ
り
、
サ
ヘ
ル

地
帯
に
属
し
て
い
る
。
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

※

の
資
料
に
よ
る
と
、こ
の
地
域
は

過
去
１
０
０
年
の
間
に
降
水
量
が
40

〜
50
％
も
減
少
し
、１
９
７
０
年
代

と
80
年
代
に
は
深
刻
な
干
ば
つ
に
襲

わ
れ
て
い
る
。

　

夕
方
、
パ
テ
ィ
さ
ん
の
家
族
の
住

む
放
牧
地
に
着
い
た
。
真
っ
先
に
目

に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
が
、
荷
車
の

上
の
大
き
な
四
角
い
ポ
リ
タ
ン
ク

だ
っ
た
。
物
々
し
く
鉄
の
格
子
で
保

護
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
隣
に
タ
イ
ヤ

の
チ
ュ
ー
ブ
、
そ
し
て
円
筒
状
の
ポ

リ
タ
ン
ク
が
並
ぶ
。
牧
歌
的
な
情
景

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
で
少
し
面

食
ら
っ
た
が
、
ど
れ
も
貯
水
容
器
と

し
て
今
で
は
遊
牧
民
の
必
需
品
だ

と
い
う
。
３
つ
を
す
べ
て
満
タ
ン
に

サ
ヘ
ル
に
生
き
る

遊
牧
の
民

﹇
セ
ネ
ガ
ル
﹈

飯
塚 

明
夫

文・写
真=

※各国の研究者・専門家が集まり、人為的な気候変動の影響などについて、
科学的、技術的、社会経済学的な見地から包括的な評価を行う政府間の機構。

水場からタイヤのチューブに水を入れて運ぶ遊牧
民の女性たち。チューブの容積は約500リットル



動力ポンプが故障したので近くの井戸に大勢の人が押し寄せた

７頭の牛を一人で引き連れて水を飲ませに来た少年

トゥンの水場でチューブに水を入れる少女。
満タンにするのに2～3時間かかる

ボッキマサレ村の水場は1984年の大干ばつを期に政府がつくった。7つの村（約4,000人）が共同で利用するという

す
る
と
約
１
８
０
０
リ
ッ
ト
ル
、
し

か
し
２
日
で
空
に
な
る
と
パ
テ
ィ
さ

ん
は
嘆
い
た
。

　

彼
の
家
族
は
、奥
さ
ん
が
２
人
、

子
ど
も
７
人
、
長
男
の
嫁
と
孫
1

人
の
計
12
人
家
族
で
あ
る
。
一日
は

日
の
出
と
と
も
に
始
ま
る
。
簡
単

な
朝
食
の
後
、約
２
０
０
頭
い
る
ヤ

ギ
や
羊
を
4
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

順
番
に
水
を
飲
ま
せ
て
か
ら
放
牧

に
出
す
。
家
畜
の
体
調
な
ど
も
考

慮
し
て
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
う
の
は

大
変
な
作
業
だ
が
、
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
が
頼
も
し
い
。

　
「
俺
た
ち
が
牛
や
羊
を
た
く
さ
ん

飼
う
の
は
お
金
の
た
め
だ
け
じ
ゃ
な

い
。
家
畜
は
遊
牧
民
の
誇
り
だ
。

牧
畜
は
俺
た
ち
の
人
生
そ
の
も
の

だ
」
と
パ
テ
ィ
さ
ん
は
胸
を
は
る
。

　

家
畜
を
放
牧
に
出
し
て
し
ま
う

と
、次
は
水
く
み
だ
。パ
テ
ィ
さ
ん
の

利
用
す
る
水
場
は
約
５
キ
ロ
離
れ
た

バ
ル
ケ
ー
ジ
と
い
う
村
に
あ
り
、こ
の

付
近
で
は一番
大
き
い
と
い
う
。

　

池
な
ど
の
自
然
の
水
場
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
多
く
の
水
場
は
動
力

ポ
ン
プ
で
水
を
く
み
上
げ
て
い
る
。

ポ
ン
プ
の
周
り
は
水
を
求
め
る
遊
牧

民
と
家
畜
で
混
雑
し
、木
陰
も
順

番
を
待
つ
家
畜
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
必

要
な
水
の
量
を
確
保
す
る
の
に
半

日
か
か
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

　

動
力
ポ
ン
プ
が
壊
れ
る
と
深
い
井

戸
か
ら
人
力
で
水
を
く
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ト
ゥ
ー
バ
・
リ
ン
ゲ
ー

ル
村
の
村
長
モ
ゥ
ド
・
ワ
ッ
ド
さ
ん

（
64
）は
、「
村
の
ポ
ン
プ
は
半
年
前
に

壊
れ
、
町
に
修
理
に
出
し
た
が
い
ま

だ
に
何
の
連
絡
も
な
い
。
そ
の
間
60

〜
70
頭
の
家
畜
が
水
不
足
の
た
め
に

死
ん
だ
」
と
ま
ゆ
を
ひ
そ
め
る
。「
給

水
車
が
欲
し
い
」
と
い
う
パ
テ
ィ
さ

ん
の
叫
び
が
生
々
し
く
脳
裏
に
よ
み

が
え
っ
た
。

羊の乳を搾る２番目の奥さん、ファティさん病気の家畜に抗生物質の注射を打つ

貯水タンク。容積は約1,000リットル

パティさんと奥さんのアミナタさんと子どもたち

早朝、放牧に出る前に家畜をグループ分けするパティさん一家

朝食用に昨夜の残り物を温める

水場からタイヤのチューブに水を入れて運ぶ遊牧
民の女性たち。チューブの容積は約500リットル
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首都：ダカール
面積：19万7,161km2（日本の約半分）
人口：1,220万人（2007年）
公用語：フランス語
宗教：イスラム教95％、キリスト教5％
1人当たり国民総所得（GNI）：750ドル（06年）
経路：日本からの直行便はなく、ヨーロッパ経由が一般的。
通貨：CFAフラン（XOF）
１XOF=約0.19円（09年1月現在）
気候：熱帯乾燥気候に属し、乾期（11～5月）と雨期（6～
10月）に分かれる。雨期は30度前後となり、特に内陸部で
は40度を超す厳しい暑さの日も少なくない。

大
鍋
で
作
る
家
庭
の
味

「
チ
ェ
ブ・ジ
ェン
」

セ
ネ
ガ
ル
料
理

　

ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
特
に
洗
練
さ
れ
て
い
る

と
評
判
の
セ
ネ
ガ
ル
料
理
。旅
し
た
日
本
人
は

「
コ
メ
、
野
菜
、
魚
を
た
く
さ
ん
使
い
、
味
も
優

し
い
の
で
食
べ
や
す
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。周

辺
国
で
は
セ
ネ
ガ
ル
料
理
を
出
す
店
が
に
ぎ

わ
い
、さ
ら
に
は
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
や
パ
リ
に
も
、人

気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
い
と
聞
く
。

　

そ
ん
な
世
界
各
地
で
親
し
ま
れ
て
い
る
セ

ネ
ガ
ル
料
理
の
代
表
が「
チ
ェ
ブ
・
ジ
ェン
」だ
。

白
身
魚
と
タ
マ
ネ
ギ
、
オ
ク
ラ
、
大
根
な
ど
の

野
菜
を
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
で
煮
込
み
、
コ
メ
を
入

れ
て
炊
い
た
も
の
で
、
魚
の
だ
し
と
野
菜
の
う

ま
味
が
染
み
込
ん
だ
ご
飯
の
お
い
し
さ
は
格

別
。セ
ネ
ガ
ル
の
家
庭
で
は
こ
れ
を
大
鍋
で
作

り
、
皆
で
囲
ん
で
食
べ
る
そ
う
だ
。ほ
か
に
も
、

特
産
品
の
ピ
ー
ナ
ツ
を
使
っ
た
シ
チ
ュ
ー
を
ご

飯
に
か
け
た「
マ
フ
ェ
」、魚
や
鶏
肉
を
タ
マ
ネ
ギ

と
レ
モ
ン
の
ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
だ
「
ヤ
ッ
サ
」
な

ど
が
代
表
的
料
理
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

東
京
・
浜
松
町
駅
そ
ば
に
あ
る
西
ア
フ
リ

カ
料
理
店「
カ
ラ
バッ
シ
ュ
」で
は
、
こ
れ
ら
の
セ

ネ
ガ
ル
料
理
を
存
分
に
楽
し
め
る
。チ
ェ
ブ
・

ジ
ェ
ン
に
サ
ラ
ダ
と
コ
ー
ヒ
ー
が
つ
い
た
１
０
０

０
円
の
ラ
ン
チ
セ
ッ
ト
も
人
気
だ
。オ
ー
ナ
ー

は
、ア
フ
リ
カ
専
門
の
旅
行
会
社「
道
祖
神
」の

代
表
、熊
澤
房
弘
さ
ん
。「
ア
フ
リ
カ
文
化
の
発

信
基
地
に
」
と
２
０
０
５
年
に
開
店
し
た
。ア

フ
リ
カ
音
楽
の
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

や
映
画
を
通
じ
て
ア
フ
リ
カ
の
こ
と
を
楽
し

く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る
。

ゴレ島

リンゲール
ダカール

ジュッジ国立鳥類保護区

タンバクンダ州

ケドゥグ州

in セネガル

　農業、漁業を主要産業とするセネガ
ルでは、都市と地方の格差が拡大し、
国民の半数が1日1ドル未満で生活す
るなど、依然として根深い貧困問題が
横たわる。JICAは、①保健・医療や教
育などの地方村落の貧困層支援、②
インフラ整備、農業・漁業などの産業
振興、産業人材育成を通じた持続的
な経済成長のための基盤づくりを重
点分野に、さまざまな事業を展開して
いる。
　基礎保健サービスの不足により、高
い妊産婦・乳幼児死亡率など多くの
課題を抱える保健・医療分野では、最
も貧困の深刻なタンバクンダ州とケド
ゥグ州で、保健システムを総合的に強
化する支援プログラムを2007年に開
始。保健アドバイザーや青年海外協力
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隊医師・看護師隊員を派遣し、農村の
保健・医療サービスの拡充を支援して
いる。今後、無償資金協力による医療
施設の整備や、母子保健サービス強
化のための技術協力も実施される。
　また同地域では、持続的経済成長
のためのインフラ整備として、マリとの
国境をつなぐ国際道路の建設が06年
より円借款で進められており、地域経
済の活性化が期待されている。
　一方、セネガルは有数のコメ消費国
だが、その大半は安くて良質の輸入米
に占められ、国産米の消費は総需要量
の2割にすぎない。そこでJICAは08年
より国産米品質向上アドバイザーを派
遣し、国産米振興プログラムの策定を
支援している。今後は、JICAが提案し
た、サハラ以南アフリカのコメ生産量
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倍増への取り組み※のもと、国産米が
生産されるセネガル川流域を対象に、
生産・流通・販売を含む包括的な支援
プログラムを本格化し、コメ自給率の
向上を図る。
※サハラ以南アフリカ諸国のコメの生産量を10年
間で倍増させることを目標とする「アフリカ稲作振
興のための共同体（CARD）」。2008年5月の第4
回アフリカ開発会議で設立が発表された。
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回アフリカ開発会議で設立が発表された。

貧困を削減し、
末永く続く成長を
さまざまな貧困問題を抱えながらも、
安定した政治や社会のもとに、
地道に発展への努力を続けているセネガル。
JICAは貧困の削減と経済成長への
支援を通じ、その歩みを後押ししている。

JICAの活動

Senegal
セネガル

Illustration/sugawara maiko 

タンバクンダ州の地域医療施設
で活動する青年海外協力隊員

日本の支援で設立された職業訓
練センターで、加工機械の操作を
学ぶ訓練生（撮影：今村健志朗）

セネガル川流域の水田。今後、国産米の品質と生
産性の向上を支援する

〒105-0013 東京都港区浜松町2-10-1 浜松町ビルB1
TEL：03-3433-0884
URL：http://www.calabash.co.jp/
ランチ：11時半～14時（月～金曜日）
ディナー：18時～23時（月～土曜日）（日曜・祝祭日定休）
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P32-33：地球ギャラリー


